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　私たちは病気の人に病名をつけます。病気でない人には病名はつきませんね。じゃあ病気とはな
んだろうか、と言えば、平たくすれば“人が困ったり、寿命が短くなるような身体の異常”という
ことなのでしょうか。身体が異常でも、その人が困らなければ病気ではないですね。例えば、もの
すごく頭が良い人とか、絶対音感といった飛びぬけた特徴を持っていても、それは病気とは言いま
せん。わかりきったことのようですが、精神障害ではこの“困るような”という線引きがとても難
しいことがあります。
　スペクトラムという用語があります。これは精神医学において、色々な障害がひとつの繋がりに
なっている、という概念です。例えば、自閉症というのは、すごく物事へのこだわりが強く、社会
的な交流やコミュニケーションが苦手という特徴が生まれつき備わっていて、本人や家族が困って
しまう病態です。言葉の遅れがある場合は自閉症、ない場合はアスペルガー障害と呼ばれ、もっと
軽い人は“特定不能の広汎性発達障害”と呼ばれたりします。このような障害をひとつづきと捉え
て精神医学では“自閉症スペクトラム”と呼ぶのですが、もっともっと軽い人、例えば、少しこだ
わりが強くて、いくらか空気が読めない人はどうでしょうか。その人が運悪く引きこもりになって
困っていれば精神障害で、その特徴を生かして優秀な技術者になれば正常なのでしょうか。その判
断は本当に正しいのでしょうか。
　精神医学では身体的な検査で診断をできないので、このような曖昧さが常に問題視されてきまし
た。皆さんも重い罪を犯した人や、ひどく変わった人の心について、それがどこから病的で、どこ
から病的でないのか、という判断が難しいということはなんとなく想像できるでしょう。今、皆さ
んが勉強している ICD-10 では、精神の障害をかなり精密に分類しましたが、結局この曖昧さを完
全に打開することは出来ませんでした。それでも、このような現状をなんとかしようと、現在作成
が進んでいる ICD-11 では多少の曖昧さを残しつつも、かなり厳密に線引きをする形になってきて
いるようです。逆に言えば、診断の概念や病名そのものが他の領域の疾患に比べて大幅に変更され
る可能性があります。精神医療に携わる方はこの先かなりややこしい事態に直面するかもしれませ
んが、精神医学の発展のため、是非ご協力いただければと思います。
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